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Step.1

Q. Dijkstra法について理解した上で，配布したコードを解読してください

Dijkstra法：起点から隣接するノードへの最小交通費用を計算

→前段階より小さければ更新する

→更新されなくなったら起点を次のノードへ移す

©出原
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Step.1

Q. Dijkstra法について理解した上で，配布したコードを解読してください

リンク数

ノード数 隣接行列を作成
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Step.1

Q. Dijkstra法について理解した上で，配布したコードを解読してください．

ノード数

隣接行列を読み込み

発地リスト

着地リスト

初期コスト=∞

最小費用の更新

起点を次のノードに
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Step.1

Q. Dijkstra法について理解した上で，配布したコードを解読してください．

初期コスト=∞

最小費用の更新

起点を次のノードに
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Step.1

Q. Dijkstra法について理解した上で，配布したコードを解読してください．

計算時間

経路情報
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Step.1

Q. Dijkstra法について理解した上で，配布したコードを解読してください．

ノード数

計算時間

経路情報

931

161

80

760

1257
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Step.1

Q. 渋谷か松山のネットワークデータを用いて，Dijkstra法による最短経路探

索を実行し，結果をGISで表示してください．

km

931:ハチ公前

161:東急ハンズ
1257:根津美術館

80:駒場裏門

760:代官山駅
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Step.2

Q. Bellman-Ford法かA*アルゴリズムについて各自ひとつ調べてまとめてく

ださい．

・A*アルゴリズム

Dijkstra法を推定値つきの場合に一般化したアルゴリズム．

一回に計算できるのは辺の重みが非負値のOD１ペアに対する最短経路のみ．

ヒューリスティックス関数という探索の道標となる関数を用いており，最
短経路の距離の下限値がわかっている場合，Dijkstra法より高速で求まる．



Start-up Seminar 個人課題① 10

Step.2

・特徴

二次元の地図での探索では，ヒューリスティック関数hを次のように表せる

ℎ = 𝑥2 + 𝑦2（ユークリッド距離）

また，hが恒等的に0のとき，Dijkstra法と一致する．

負の重みのリンクがある場合はBellman-Ford法を用いる．

一つの起点からいくつかの場所への最短経路を求める場合，同時に求める
Dijkstra法より計算時間が遅くなってしまう場合もある．
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Step.2

Q. 調べた最短経路探索手法をPythonで実装してください．

※渋谷のデータで実装

隣接行列を読み込み
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Step.2

Q. 調べた最短経路探索手法をPythonで実装してください．

計算時間

経路情報
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Step.2

Q. 調べた最短経路探索手法をPythonで実装してください．

計算時間

経路情報

161

80

760

1257

931

760

1257

経路はDijkstraのときと同じ
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Step.2

Q. Dijkstra法と計算時間の比較をしましょう．

Dijkstra法 [s] A* [s]

9.441357 13.80644

考察：今回は１点(ハチ公前)から４点への最短経路を求めたため，
A*の方が長い時間がかかった．


